
2四

乗
坪
史
研
完

第第
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鏡岩

北
朝
ぶ
お
け
る
貴
族
制
度

(上)

昭
和
十
八
年
十
一
月
良
行
・

宮

μ

爾

　

ニ
志

内
容

　

一
、
は
し
が
き

　

二
、
’
五
胡
治
下
の
漢
族
郡
望

　

三
、
北
魏
朝
・
廷
と
漢
人
貴
族
（
以
上
本
魏
）

　

四
、
代
人
貴
族
の
地
位
、
五
、
北
朝
に

　
　
　

．
於
け
る
寒
門
・
・
寒
人

　

六
、
北
朝
後
期
の
政
局
’
と
貴
族
・
惣
門

　

七
、
結

　

ヽ
語
・

-

は

　

し

　

が

　

き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①

本
論
文
は
。
別
に
登
表
す
べ
き
「
魏
晋
及
唐
朝
４
　
塞
門
‘
率
人
」
・
に
お
い
て
六
朝
貴
族
制
の
側
面
を
考
察
せ
ん
と
し
た
試
み
に
引
き

復
き
、
北
朝
に
４
％
け
る
貴
族
制
の
賓
情
‐
Ｌ
こ
特
質
と
を
明
が
に
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

０
は
、
北
朝
で
は
北
族
λ
漢
族
貴
族
制
の
開
聯
の
問
題
、
北
朝
君
主
専
制
と
貴
族
と
０
對
立
等
の
重
要
な
問
題
が
存
し
、
こ
れ
ら
は

必
ず
し
も
家
門
の
究
痍
を
手
掛
と
す
る
試
み
に
よ
っ
て
は
適
営
に
取
扱
い
へ
な
い
と
思
ふ
か
ら
で
’
あ
る
。
先
づ
前
論
文
の
閥
を
補
ふ
ぺ

く
、
酉
晋
滅
亡
後
に
４
％
Ｓ
て
中
原
に
残
留
し
た
漢
族
の
蓮
命
に
就
い
て
略
述
す
る
。

’
①

　

東
亜
人
文
學
報
三
倦
二
菰
に
掲
載
の
澱
定
。
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⑧

　

こ
れ
に
開
し
て
、
内
田
吟
風
學
士
に
「
北
朝
政
局
に
於
け
る
鮮
卑
及
諸
北
族
系
貴
族
の
地
位
」
（
東
洋
史
研
究
一
ノ
三
）
が
あ
る
。

二

　

五
胡
治
下
０
漢
族
郡
望

　

永
嘉
の
気
孔
｀
’
い
て
酉
暫
貴
族
が
死
滅
・
没
落
・
流
徒
０
悲
境
に
諭
ん
だ
こ
と
は
、
石
勒
の
軍

‘０
た
め
覆
滅
さ
れ
た
晋
軍
０
首
将

東
海
王
越
の
妃
裴
氏
が
奴
隷
０
境
涯
に
落
ち
た
こ
と
や
、
永
嘉
五
年
六
月
、
洛
陽
陥
落
の
時
、
宗
室
は
じ
曲
、
右
僕
射
曹
馥
以
下
士

民
三
萬
人
が
殺
さ
れ
た
こ
と
で
一
斑
が
察
せ
ら
れ
る
。
こ
０
際
漢
族
は
郷
里
の
豪
族
を
首
領
と
仰
ぎ
鳩
壁
に
掠
り
匈
奴
・
鶏
族
等
の

侵
暴
を
防
い
だ
が
、
精
鋭
な
る
北
方
０
騎
兵
の
篤
に
衝
僻
さ
れ
忙
殺
掠
又
は
捕
虜
と
せ
ら
れ
ヽ
逃
亡
す
る
を
え
な
け
れ
ば
彼
等
の
怪

　

遺
業
晋
ｉ
征
東
王
傭
・
。
龍
藤
劉
曜
等
、
布
衆
四
萬
、
長
１
　
入
洛
川
・
遠
出
軽
輪
ヽ
周
旋
梁
陳
汝
頴
之
間
・
陥
祭
壁
百
締
・
・
・
・
・
・
に

　
　

２
　

　

其
青
州
刺
史
曹
疑
攻
茂
陽
開
’
公
丘
ヽ
陥
之
・
害
斉
郡
太
守
徐
浮
ヽ
執
建
威
劉
宣
・
斉
魯
之
間
ヽ
郡
瓢
畢
壁
ヽ
降
者
四
十
餓
所
・

　
　
　

一

　

（
二
混
載
弓

　

（
游
）
子
遠
次
于
雍
城
。
降
者
十
除
萬
。
進
軍
安
定
。
氏
差
悉
下
。
惟
句
氏
宗
黛
五
千
締
家
、
保
于
陰
密
。
進
攻
午
之
。
…
…
徒
秦

　

州
大
姓
楊
姜
諸
族
二
千
働
｛
［
［
于
長
安
・
氏
莞
象
Ｔ
、
並
鐙
質
任
・
（
ｒ
瓢
）

後
の
例
は
氏
莞
ｏ
豪
族
に
對
す
る
場
合
で
あ
る
が
、
漢
族
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
征
服
者
た
る
五
胡
君
主
は
漢
族
其
他
の
異

種
族
の
宗
族
團
除
を
脚
下
に
制
御
す
る
だ
け
の
武
力
と
握
力
と
を
保
持
し
な
け
れ
ば
な
・
ら
な
く
な
っ
た
。
こ
と
に
文
化
程
度
高
く
民

族
意
識
の
明
白
な
漢
人

‘に
對
し
て
は
制
御
す
る
の
み
で
な
く
こ
れ
と
爰
協
し
そ
の
知
力
を
利
用
し
國
家
建
設
に
參
輿
せ
し
め
る
外
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
‐

　
　
　

ヘ

　
　

ー
ｆ
ｆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

た
か
っ
た
。
西
１
　
０
赴
會
は
門
閥
橋
貴
の
僣
越
と
陰
謀
と
’
に
よ
り
混
戴
し
て
を
.
ｓ
＾
、
朝
に
志
を
得
ざ
る
寒
門
の
士
は
超
越
的
事
物
に



２Ｈ

心
ぞ
向
け
換
へ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
新
興
の
賓
権
者
に
望
み
を
嘱
す
る
に
至
っ
た
。
永
興
元
年
、
劉
淵
が
左
國
城
に
自
立
し
た
と
き

既
に
、
崔
漉
・
‐
左
於
陸
。
・
王
宏
・
苑
隆
―
朱
紀
・
崔
慾
之
・
陳
元
逢
ら
の
漢
人
官
僚
が
彼
に
錨
し
て
ゐ
た
。
し
か
し
五
胡
首
禰
の
後

に
｀
‘
い
て
は
胆
巡
‘
劉
現
Ｅ
王
浚
の
ご
と
き
北
州
ひ
士
望
は
そ
の
累
代
０
聾
望
を
背
景
と
し
て
流
民
難
民
を
傘
下
に
集
め
、
北
族
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　
　
　
　
　

－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

　
　
　
　

一

侵
略
に
抵
抗
し
て
立
ヴ
に
至
り
、
中
原
回
復
、
奪
王
攘
夷
０
民
族
精
牌
が
」
時
振
っ
た
こ
と
は
事
賢
で
み
る
・
一
例
を
あ
げ
る
と
、

　

撮
１
　
。
宇
正
長
。
廣
干
人
ぐ
性
果
價
、
僥
弓
馬
。
遭
・
天
下
乱
、
澄
白
篇
塙
主
。
攻
抄
眉
至
、
無
時
不
戦
。
堀
毎
奮
撃
バ
直
人
賊
軍
。

　

陥
優
良
鋭
・
郷
人
郡
続
深
知
之
ヽ
政
女
妻
焉
・
竃
立
噺
河
斉
之
間
・
胡
不
敢
逼
・
降
人
１
　
篤
艮
ｓ
７
張
飛
・
（
９
茫
夥
器
）

彼
等
は
吽
爵
既
同
階
級
た
略
士
大
泉
に
對
し
乙
は
極
力
庇
１
　
の
怒
変
に
出
る
こ
と
に
よ
り
聾
墜
を
高
め
た
。
晋
書
ｙ
Ｏ
に
曰
く
、

　

Ｉ
裕
・
字
士
倫
ｏ
右
北
平
無
旅
人
也
・
士
大
夫
流
亡
扁
絹
者
、
莫
不
経
瞥
牧
葬
、
存
愉
孤
痘
。
。
士
無
賢
不
肯
、
皆
傾
身
待
之
・

か
く
の
如
く
中
鳳
の
治
安
は
燈
留
豪
族
の
自
救
自
１
　
の
活
動
‐
に
よ
り
保
た
れ
た
の
ミ
『
五
胡
君
主
は
荷
く
も
反
抗
の
態
度
を
執
る
漢

　

ｓ
χ

　

い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

　
　
　

～
１

　
　

１

　
　

゛

　

‘

　
　
　
　
　
　
　

’
゛

　
　
　
　
　
　

／

　
　
　
　
　
　
　
　

’

　
　
　
　
　

／

　

、

　
　
　
　
　
　
　

－

族
に
對
し
て
憾
武
力
を
以
て
臨
む
外
な
か
っ
た
が
、
。
彼
等
に
し
て
民
族
國
家
に
對
す
る
意
識
よ
り
も
郷
寞
保
衛
０
意
識
が
張
く
、
異

民
良
な
炉
と
て
む
く
ま
で
に
’
は
排
斥
し
な
ｓ
限
.
Ｓ
ｎ
は
、
か
-
ｔ
ｒ
Ｏ
豪
族
の
赴
會
的
地
位
、
膝
ち
魏
晋
以
来
の
±
０
身
分
七
そ
の
ま
Ｉ
承

認
し
≪
彼
等
に
特
１
　
を
許
レ
具
へ
ヽ
よ
っ
ｔ
も
っ
７
ぼ
ら
の
創
業
に
參
具
さ
せ
る
に
至
っ
た
・
こ
の
奉
醒
ぼ
特
に
石
勒
・
石
虎
の
事

蹟
に
順
れ
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｊ

　

゛
ｊ
・
／

　
　
　
　
　
　
　
　

－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｊ

　
　

ｓ

　

重
其
禁
法
、
不
得
侮
易
衣
冠
華
族
。
競
胡
儡
國
人
。
・
…
。
・
・
勒
清
定
五
品
。
以
張
賓
領
選
。
復
続
定
九
品
‐
。
署
張
班
篤
左
執
法
岨
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｆ

　
　
　
　
　
　
　
　

゛

　
　
　

一

　
　
　
　
　

゛

　

孟
卓
篇
右
執
法
郎
丿
典
定
士
族
。
副
選
撃
之
伍
・
令
群
寮
及
州
郡
、
歳
各
畢
秀
才
訃
・
疲
清
・
賢
良
・
直
言
・
武
勇
之
士
各

　

一
人
。
…
…
以
牙
門
将
王
波
篤
記
室
參
軍
。
典
定
九
流
。
庖
掌
篇
之
刈
（
鎔
駝
五
）

上

　

ト
・

　
　
　
　
　
　
　

ｉ

　
　

－

　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４

　
　
　
　
　
　

ｒ

　

下
書
日
ヽ
三
島
考
績
、
細
診
幽
。
町
斯
則
先
Ξ
之
令
典
、
趾
道
之
通
１
　
・
魏
始
建
九
品
之
制
、
三
年
［
清
定
之
。
雖
未
轟
弘
美
、

　
　
　

／

　
　
　
　
　

’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

３
-
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亦
措
紳
之
清
律
、
人
倫
之
明
鏡
。
従
爾
以
来
、
・
運
用
無
改
。
先
帝
創
臨
天
下
、
ｙ
黄
紙
再
定
。
至
於
迦
學
、
鐙
篤
首
格
。
自
不
清
定

三
載
于
茲
。
主
者
共
更
鈴
論
。
務
揚
清
激
濁
。
使
九
流
咸
允
也
。
吏
部
選
挙
、
可
依
晋
氏
九
班
選
制
。
永
篤
揆
法
。
。
選
畢
″
経
中

書
門
下
宣
示
フ
ミ
省
然
後
行
之
。
其
著
此
詔
書
、
于
令
鐙
衡
。
歪
な
、
雪
１
乱
・
（
認
劃
記
）

石
氏
は
魏
１
　
０
士
族
を
詔
め
た
と
は
い
へ
選
學
方
針
は
人
材
登
用
を
先
と
し
た
。
こ
れ
は
彼
等
を
輔
佐
し
た
漢
人
官
僚
が
夷
秋
の
中

に
道
を
賢
現
せ
ん
と
し
、
既
に
儒
教
０
教
養
を
有
し
て
ゐ
た
北
族
君
主
も
亦
こ
れ
を
是
と
し
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
か
つ
彼
等
の
営
面

の
課
題
た
る
北
支
に
お
け
る
重
農
主
義
國
家
再
建
０
建
設
的
任
務
を
果
す
た
め
に
は
儒
教
の
政
治
思
想
を
標
榜
し
、
か
つ
儒
教
主
義

の
人
材
を
必
要
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
魏
晋
の
ｔ
行
た
る
九
品
中
正
制
も
既
に
そ
の
士
族
を
認
め
る
以
上
顧
慮
せ
ざ
る
を
得

た
か
っ
た
・
五
胡
末
年
０
南
燕
慕
容
超
心
・
－
ふ
心
に
つ
い
て
晋
書
1
1
1
八
に

　

乃
下
書
於
境
内
日
…
…
周
漢
有
貢
士
之
條
。
魏
立
九
品
之
選
。
二
者
敦
愈
。
亦
可
詳
聞
。
群
下
議
多
不
同
。
乃
止
。

と
あ
り
、
選
挙
の
理
想
と
現
賓
と
の
喰
ひ
這
０
　
が
論
ぜ
ら
れ
た
ら
し
い
。
し
か
し
人
材
主
義
へ
の
熱
意
は
南
朝
と
建
っ
て
箕
摯
で
あ

っ
た
。
石
虎
は
先
の
下
書
０
後
、
吏
部
選
學
が
香
徳
を
度
外
し
て
勢
門
童
幼
、
多
く
吏
官
と
篤
る
０
を
怒
り
、
責
任
者
た
る
郎
…
令

魏
奥
を
免
じ
て
庶
人
と
な
し
、
豪
戚
侵
恣
に
し
て
賄
賂
公
行
す
る
を
患
ぴ
、
御
史
中
丞
李
矩
を
親
任
し
、
中
央
地
方
を
通
じ
て
人
事

を
粛
正
し
た
。

　

た
Ｉ
ａ
士
族
０
祀
會
的
地
位
は
こ
れ
を
保
澄
し
戦
時
に
あ
・
つ
て
も
保
護
０
方
針
に
出
た
。
流
民
や
捕
虜
で
も
士
族
た
る
こ
と
明
か
な

る
者
は
特
別
０
扱
ひ
を
し
た
。

　

（
石
勒
）
進
軍
攻
鍾
鹿
官
山
・
’
害
二
郡
守
匯
Ｊ
陥
翼
州
郡
新
堡
壁
百
除
。
‘
衆
至
十
除
萬
。
・
其
衣
冠
人
物
、
集
篤
君
子
管
。
乃
引
張
賓

』
謀
主
。
（
ま
ｏ
酷
）

４
-



　
　

彼
が
王
浚
を
亡
ぼ
す
や
、
流
人
を
分
遣
し
各
―
桑
梓
に
還
ら
し
め
た
こ
と
を
叙
し
た
條
の
青
書
斟
注
に
は
、
敦
煌
石
室
本
管
紀
。
を
引

　
　
　

奮
族
見
贋
者
河
東
裴
憲
、
頴
川
萄
緯
、
。
。
北
地
傅
暢
、
京
兆
。
杜
憲
、
楽
安
任
播
、
。
清
河
崔
淵
。

　
　

と
あ
叱
『
叉
太
平
御
賢
一
ぺ
引
郡
國
志
に
は

　
　
　
　
　

”
’

　
　
　

石
勒
毎
破
一
州
、
必
簡
別
衣
冠
。
競
君
子
城
。
泊
平
幽
州
、
擢
菊
緯
等
。
還
襄
國
。
路
経
此
‥
後
俗
脱
篤
箕
子
城
。
’

　
　

叉
彼
は
士
族
を
國
都
襄
國
の
特
定
１
　
域
に
聚
居
さ
せ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

　
　
　

（
季
龍
）
徒
其
豪
者
文
武
開
東
流
人
奏
雍
大
族
九
千
齢
人
‘
于
襄
國
・
叉
坑
其
王
公
等
及
五
郡
屠
各
五
千
除
人
于
洛
陽
・
（
四
Ｅ
Ｏ
三
）

　
　
　

季
龍
引
軍
、
城
封
丘
而
旋
。
ｙ
徒
朝
臣
橡
鳥
已
上
士
族
者
三
百
戸
于
襄
國
崇
仁
里
。
置
公
族
大
夫
以
慨
之
。
勒
宮
殿
及
諸
門
飴
就
、

　
　
　

製
雲
巌
こ
眉
ｔ
峻
・
（
詔
駝
）
づ

　
　

か
く
し
て
庶
民
と
共
に
徒
し
た
士
族
は
や
が
て
庶
民
と
亘
別
さ
れ
て
特
権
的
地
位
を
認
め
ら
れ
た
。
兵
役
免
除
と
仕
官
を
許
す
こ
と

　
　

と
で
あ
る
。

　
　
　

銀
遠
王
擢
表
。
雍
秦
二
州
望
族
、
自
東
徒
已
来
、
遂
在
戌
役
之
例
。
・
既
衣
冠
華
冑
、
ヽ
宜
蒙
優
免
。
従
之
。
自
是
、
皇
甫
・
胡
・
梁

　
　
　

章
１
‐
杜
・
牛
・
辛
等
十
有
七
姓
、
周
其
兵
貫
。
一
同
奮
族
。
隨
才
詮
斂
。
思
欲
分
廸
桑
梓
者
暦
之
。
其
非
此
等
、
不
得
漏
例
。

　
　
　
　

同
一
〇
六

　
　
　

（
粟
龍
）

　
　
　

‐
（
段
）
遼
軍
馬
宣
瞼
。
遣
子
乞
特
員
、
逞
表
及
名
馬
。
季
龍
納
之
。
乃
遷
其
戸
二
萬
齢
于
雍
司
発
奮
四
州
之
地
。
蹟
有
才
行
者
、
皆

　
　
　

、
擢
斂
之
。
（
伺
右
）

ａ

　

責
に
士
族
の
仕
官
を
認
め
る
０
は
彼
等
の
歓
心
を
買
ふ
。
最
大
６
方
法
‐
で
あ
っ
た
。
故
に
石
氏
末
年
の
貳
を
儒
定
し
た
漢
人
再
閔
に
就

５－-



Ｍ

　
　

い
て
曰
く
、

　
　
　

閔
至
自
蒼
亭
、
行
飲
至
之
幄
。
清
定
九
流
、
準
才
授
任
。
儒
學
後
門
。
多
屡
顧
進
。
于
時
翁
然
、
方
之
篤
魏
１
　
之
初
・
（
四
拓
七
）

　
　

五
胡
君
主
の
彊
力
に
よ
り
、
或
は
彼
等
の
政
治
的
中
心
に
居
住
せ
し
め
或
は
本
籍
に
還
ら
し
め
た
流
民
に
は
漢
胡
貴
賤
様
･
<
i
;
i
Q
-
＝
^
、

　
　

彼
等
の
集
る
所
に
は
新
た
に
新
が
置
か
れ
た
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｓ

　
　
　

流
亡
士
庶
多
概
負
薪
之
。
厖
乃
立
郡
以
統
流
人
。
糞
州
人
篤
４
　
陽
郡
。
饌
州
人
鼠
成
周
郡
。
青
州
人
篤
畳
丘
郡
。
井
州
人
馬
唐

　
　
　

混
・
（
″
Ｆ
数
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＼

　
　
　

於
是
斬
（
慕
容
）
仁
所
置
守
宰
。
分
徒
遼
東
大
姓
於
鯨
城
。
置
和
陽
・
武
次
・
西
楽
三
新
而
ｓ
・
（

″
乱
数
）

　
　

郡
新
制
の
施
行
は
中
央
握
力
を
地
方
に
溶
透
せ
し
め
、
遂
に
豪
族
の
利
盆
に
反
す
る
結
果
を
示
す
。
慕
客
賓
が
太
元
二
１
　
一
年
、
士

　
　

族
０
奮
籍
を
定
め
、
清
濁
を
分
辨
し
戸
口
を
校
閲
し
、
軍
管
封
蔭
之
戸
を
罷
め
て
悉
く
郡
懸
に
属
せ
し
め
た
の
で
士
民
嵯
怨
し
、
始

　
　

め
て
離
心
が
あ
っ
た
と
云
は
れ
る
。
漢
族
庶
民
は
北
族
國
家
の
統
治
を
直
接
受
け
る
よ
り
も
漢
族
豪
族
の
蔭
附
た
る
に
甘
ん
じ
た
も

　
　

の
で
あ
ら
う
が
、
北
魏
の
場
合
見
受
け
ら
れ
る
如
く
、
こ
れ
は
國
家
と
豪
族
と
０
苧
ひ
の
原
因
に
な
？

　
　
　

前
奏
０
苓
堅
も
大
和
五
年
３
７
０
魏
晋
０
士
籍
を
復
し
役
に
常
聞
あ
ら
し
め
た
か
ら
、
五
胡
諸
國
を
通
じ
北
支
０
士
族
階
暦
の
顕
著
ヽ

　
　

な
動
揺
は
な
か
っ
た
と
思
は
れ
る
か
ヽ
北
族
國
家
の
建
設
過
程
に
件
っ
こ

　
　

に
な
っ
た
。
直
接
同
１
　
倒
壊
に
具
ら
た
か
っ
た
慕
客
魔
は
特
に
漢
人
士
庶
を
保
護
集
合
し
て
東
北
支
那
諸
燕
國
０
基
を
定
め
た
。
彼

　
　

は
河
東
０
裴
癖
、
代
郡
の
‘
魯
昌
、
北
平
の
陽
耽
を
謀
主
と
な
し
、
北
海
の
逢
羨
、
廣
平
の
游
逡
、
北
平
の
西
方
虔
、
潮
海
の
封
抽
、

　
　

西
河
０
宋
爽
、
河
東
の
裴
開
を
股
肱
と
麓
、
し
、
慟
海
０
封
奔
、
平
原
０
宋
該
、
安
定
の
皇
甫
笈
、
蘭
陵
の
膠
憧
は
文
章
才
‐
偶
を
以
て

　
　

任
、
枢
要
ｔ
t
i
a
≪
-
＝
＾
'
　
4
m
稽
０
朱
左
車
、
太
山
の
胡
母
翼
、
魯
國
の
孔
纂
は
著
徳
清
重
を
以
て
引
ｓ
て
賓
友
　
１
’
、
衆
１
　
赤
‥
最
後
水
冊
源
ｒ

-
６

-



　
　
　

０
劉
讃
・
は
儒
學
該
通
を
以
て
引
い
て
東
岸
祭
酒
と
な
し
ヽ
そ
の
世
子
銑
以
。
下
國
冑
は
彼
に
業
を
受
け
た
。
こ
れ
ら
は
主
に
。
北
支
凍
部

　
　

参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

　
　
　
　
　
　

１
｀

　
　
　

加

　
　
　
　

｀

　
　

”

　
　
　

平
野
の
豪
族
で
あ
’
る
が
西
方
山
岳
地
帯
の
郡
望
も
亦
そ
の
地
方
の
北
族
君
主
０
建
國
を
輔
け
た
・
南
涼
禿
髪
烏
孤
は
朧
右
に
鶴
を
侶

　
　
　

へ
、

　
　

‐

　

以
楊
軌
篤
賓
客
。
金
石
生
一
時
運
＃
’
四
夷
之
豪
鶏
、
陰
訓
・
郭
俸
、
西
州
之
徳
望
。
楊
統
。
・
楊
貞
・
衛
殷
・
麹
丞
明
・
郭
黄
・

　
　
　
　

郭
奮
・
‐
史
嵩
・
鹿
嵩
、
文
武
之
秀
傑
。
梁
昶
・
韓
疋
‘
張
昶
・
郭
詔
、
中
州
之
才
令
。
金
樹
ｔ
肝
態
・
趙
振
・
王
忠
・
趙
‐
胤
・
蘇

　
　
　
　

廳
、
秦
雍
之
世
門
’
皆
内
居
頴
位
、
外
宰
郡
籐
・
官
姦
才
、
咸
得
其
任
ｏ
｡
/

”
i
i
i
i
i
　
1
　
ｎ
　
Ｋ
＾

　
　
　

叉
、
そ
の
弟
禿
髪
偕
檀
に
向
つ
て
涼
州
別
駕
宗
敞
の
進
言
し
た
語
に
、

　
　
　
　
　
　

‘

　
　
　
　

凍
土
雖
卵
形
勝
之
地
。
道
由
人
弘
。
責
在
殿
下
。
段
誌
・
孟
樟
・
武
威
之
宿
望
、
辛
晃
・
彭
敏
・
。
秦
朧
之
冠
晃
。
裴
敏
・
馬
輔
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　
　

中
州
之
令
族
で
張
[
ｇ
’
　
i
m
之
奮
胤
・
張
穆
・
適
憲
・
’
文
斉
・
楊
班
・
梁
搭
’
趙
昌
≫
武
ぼ
飛
司
以
大
王
之
紳
略
ヽ
撫
之
以
碑

　
　

’
７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　
　

信
、
農
戦
並
修
、
文
教
爰
設
。
可
以
従
横
於
天
下
。
こ
刈
右
豊
足
定
鼎
’
。
・

　
　
　

と
･
i
Q
-
ｓ
＾
’
北
族
君
主
０
官
僚
は
君
主
に
對
し
、
北
支
豪
族
Ｑ
分
布
状
態
や
内
情
を
説
明
し
彼
等
を
一
斉
に
學
・
用
す
る
必
要
を
述
べ
て

　
　
　

ゐ
る
・
此
等
の
豪
族
が
北
魏
の
江
北
統
一
後
そ
の
官
界
に
進
入
し
た
譚
で
あ
る
。

　
　

″
た
ま
く
漢
族
出
身
の
君
主
で
あ
れ
ば
勿
論
豪
族
の
地
位
を
熟
知
し
参
重
し
登
。
用
に
努
め
た
。
。
北
燕
の
馮
素
弗
は
か
つ
て
求
婚
し

　
　
　

７
．
拒
を
さ
れ
た
轍
業
を
怨
み
す
、
奮
門
を
申
抜
し
、
侍
中
陽
哲
に
向
ひ
秦
趙
勤
臣
の
子
弟
を
尋
ね
、
答
礼
探
用
し
た
の
ｒ
世
ん
’
か
ら

　
　
　

宰
衡
０
虔
あ
り
と
評
さ
れ
た
。

　
　
　
　

君
主
の
豪
族
尊
重
の
態
度
は
名
利
に
敏
ぎ
漢
人
を
し
て
民
族
的
反
感
を
消
磨
し
て
進
ん
で
北
族
朝
廷
に
出
仕
せ
し
め
る
に
至
り
、

刀

　

モ
の
際
魏
晋
に
お
い
て
見
ら
れ
た
ご
と
’
く
就
職
競
争
の
弊
風
が
生
じ
、
‐
矢
張
門
閥
権
貴
の
者
が
優
越
な
地
位
を
占
め
た
。
儒
教
で
重



Ｍ

　

ん
す
る
服
喪
は
仕
官
を
中
絶
し
そ
の
磯
會
を
失
は
せ
る
作
用
を
も
っ
が
、
漢
族
奔
競
の
者
は
こ
れ
さ
へ
無
脱
せ
ん
と
し
だ
た
め
、
儒

　
　

教
主
義
を
守
ら
ん
と
す
る
官
僚
は
反
對
を
唱
へ
た
。

　
　
　

其
侮
１
　
郎
婁
會
上
疏
曰
、
三
年
之
喪
天
下
之
達
制
。
兵
荒
殺
霞
遂
以
一
切
取
士
。
人
心
奔
競
、
萄
求
柴
進
。
至
乃
身
冒
績
経
、
以

　
　
　

赴
時
役
Ｊ
灘
必
殉
忠
於
國
家
、
亦
昧
利
於
其
官
也
。
聖
王
設
教
、
不
以
顛
浦
而
胞
其
道
。
不
以
喪
置
而
愛
其
化
。
故
能
杜
豪
競
之

　
　
　

門
、
塞
奔
放
之
路
。
陛
下
鍾
百
王
之
季
、
廓
中
興
之
業
。
天
下
漸
平
、
兵
革
方
僣
。
誠
宜
両
蕩
瑕
磯
、
率
由
奮
章
。
吏
遭
大
喪
、

　
　
　

聴
終
三
年
之
磯
・
則
四
方
ぬ
化
、
人
斯
服
破
・
垂
不
従
・
（
皿
記
紅
匹
）

　
　
　

こ
の
場
合
慕
容
垂
が
従
は
な
か
っ
た
の
は
恐
ら
く
現
賢
に
部
し
た
態
度
に
基
く
で
あ
ら
う
が
、
営
時
五
胡
君
主
は
儒
學
を
侮
び
文
學

　
　
　

を
好
み
太
學
の
制
度
毛
既
に
劉
階
の
時
に
整
っ
た
。
。
慕
容
氏
で
は
咀
父
の
殲
葬
終
ら
ざ
る
者
は
官
に
取
り
立
て
た
か
っ
た
。
晋
の
升

　
　
　

乎
元
年
３
５
７
慕
容
偶
の
廷
尉
監
常
煤
は
上
言
し
て

　
　
　

大
燕
雖
革
命
創
制
｛
至
於
朝
廷
鐘
謨
、
亦
多
因
循
魏
晋
。
唯
祖
父
不
殲
葬
者
、
狽
不
聴
官
身
清
朝
。
。
斯
誠
王
敦
之
首
、
不
刊
之

　
　
　

式
。
然
謄
貴
適
時
、
世
或
損
益
。
…
…
自
頃
中
州
喪
眼
、
建
兵
積
年
。
或
遇
傾
城
之
敗
、
覆
車
之
禰
。
坑
師
沈
卒
、
往
往
而
然
。

　
　
　

孤
孫
凱
子
、
十
室
而
九
。
蒙
三
方
岳
峙
、
父
子
異
邦
。
存
亡
吉
凶
、
杏
成
天
外
。
或
便
恢
一
時
、
或
依
凛
博
之
制
、
孝
子
廳
身
元

　
　
　

補
。
順
孫
心
喪
扉
及
。
雖
招
魂
虚
葬
以
叙
岡
極
之
情
、
又
腔
尤
招
組
之
文
。
今
不
牡
載
。
若
暫
ｚ
流
、
抱
琳
瓊
而
元
申
、
。
－
懐
英
才

　
　
　

而
不
歯
。
誠
可
痛
也
。
恐
非
明
楊
側
階
、
務
轟
時
珍
之
道
。
一
●
●
Ｉ
ｌ
ｓ
謹
案
戊
辰
詔
書
、
蕩
清
瑕
硫
、
呉
天
下
更
始
。
以
明
惟
新
之

　
　
　

慶
・
五
六
年
間
９
　
相
違
伐
・
於
則
天
之
饅
ヽ
臣
籾
未
安
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゝ

　
　
　

こ
れ
に
對
す
る
偶
の
答
へ
忙
曰
く
ヽ
、

　
　
　
　

揖
宿
徳
碩
儒
、
練
明
刑
法
。
寛
其
所
陳
、
良
足
探
也
。
今
六
合
未
寧
、
喪
気
未
已
。
叉
正
常
捜
奇
抜
異
之
秋
、
未
可
才
行
嚢
皐
。

-
８

-
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且
除
此
・
雙
蔀
大
同
慶
議
。
。

こ
れ
で
見
る
と
戦
ｍ
ｐ
父
母
を
失
医
他
郷
に
１
　
を
し
た
結
果
生
じ
た
家
門
は
官
界
の
情
賓
の
み
で
な
く
、
破
法
の
上
か
ら
も
仕
官
を

阻
ま
れ
る
虞
沁
あ
っ
た
ど
と
を
知
り
５
　
今
儒
學
の
。
再
興
も
北
方
の
政
局
安
定
の
如
何
と
豪
族
の
栽
害
開
係
と
に
よ
ｉ
り
紆
除
を
免
れ

な
か
っ
た
。
し
か
し
儒
教
的
身
分
の
報
制
は
商
エ
ー
人
の
進
出
に
對
し
て
穀
重
で
あ
っ
た
。
符
堅
０
時
、
富
商
が
官
霞
を
受
け
ん
と
す

　

時
商
人
趙
機
・
’
丁
妃
・
鄭
盆
等
ヽ
皆
家
累
ヂ
金
ヽ
喪
服
之
盛
ヽ
擬
則
王
侯
・
堅
之
諸
公
競
引
之
・
協
國
二
卿
。
’
黄
門
侍
郎
程
憲
言

　
　
　
　
　

ノ
゛

　

ｊ

　
　

■

　

－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
Ｉ

　

於
堅
曰
ヽ
趙
機
等
噌
商
販
醜
登
、
市
郭
小
人
Ｅ
喪
馬
衣
服
、
僣
同
王
者
。
宦
斉
君
子
、
篤
藩
國
列
卿
。
傷
風
重
俗
、
侑
塵
盛
化
‘

　

宜
蕭
明
典
荷
‘
使
１
　
濁
１
　
　
分
こ
監
置
推
瞼
引
優
等
協
國
卿
者
ヽ
限
其
爵
・
乃
下
制
ヽ
非
命
士
已
上
、
不
得
乗
車
馬
於
都
城
百
里

　

之
ヴ
金
器
舛
工
商
Ｍ
!
隷
婦
女
い
不
得
服
之
殖
者
案
９
　
（
蒜
影
三
）

總
じ
て
北
支
で
は
五
胡
の
君
主
僅
に
よ
り
士
床
夏
別
が
明
瞭
に
立
て
ら
れ
、
南
方
に
お
け
る
が
如
く
貴
族
間
の
許
價
に
よ
っ
て
決
せ

ら
れ
る
ｏ
み
で
轜
な
か
っ
た
か
ら
、
一
流
豪
族
は
１
　
日
の
脱
る
所
そ
の
士
族
た
る
資
格
を
承
認
さ
れ
、
か
っ
諸
小
國
分
立
の
形
勢
は
い

武
力
を
・
除
い
ｔ
は
君
主
婁
に
對
す
る
豪
族
の
比
重
竜
大
な
ら
し
め
、
北
支
各
地
の
豪
族
は
そ
の
名
望
や
通
婚
に
よ
っ
ｔ
自
ら
’
一
の
’
１
　

統
を
有
す
る
に
至
り
、
異
民
族
の
統
治
を
甘
ん
じ
て
受
け
る
反
面
に
は
漢
族
り
誇
り
は
内
攻
し
、
多
数
の
宗
族
を
團
結
し
郷
寞
を
柑

循
し
ヽ
傅
統
的
家
風
を
橿
ぎ
家
庭
文
化
に
對
す
る
衿
持
を
失
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
て
塞
門
と
呼
ば
れ
る
者
は
南
朝
ほ
ど
多
儀
で
な

く
Ｊ
概
言
す
れ
ば
赴
會
的
階
珊
は
明
瞭
な
る
貴
族
、
明
瞭
な
る
塞
門
、
及
び
農
・
エ
・
・
商
・
奴
識
等
に
区
別
せ
ら
れ
て
ゐ
た
と
思
は

れ
る
。
塞
微
と
小
人
、
。
帥
ち
庶
に
ま
ぎ
ら
は
し
き
士
人
と
本
来
の
庶
民
０
夏
別
は
猶
可
能
で
あ
。
つ
た
。
例
へ
ば

　

初
慕
容
煕
之
敗
年
工
人
李
訓
鵬
１
　
而
斎
・
費
至
互
萬
・
。
行
貨
於
馬
弗
勤
。
弗
勤
以
訓
篤
才
略
令
。
厩
１
　
失
志
之
士
、
書
之
於
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閥
下
碑
。
馮
素
弗
言
之
於
践
、
請
免
弗
勤
官
。
偽
推
罪
之
。
践
日
大
臣
無
忠
清
之
節
、
貨
財
公
行
於
朝
。
雖
由
吾
不
明
所
致
、
弗

　

勤
宜
肆
諸
市
朝
、
以
正
刑
憲
０
　
但
大
業
草
創
、
彝
倫
未
叙
。
弗
勤
抜
自
家
微
、
未
有
君
子
之
志
。
其
特
原
之
。
李
訓
小
人
、
’
汀
辱

　

朝
士
。
可
東
市
考
竟
。
於
是
上
下
粛
然
、
‐
請
味
路
組
。
（
Ｊ
二
五
）

身
分
限
制
が
貴
族
赴
交
界
の
評
價
で
は
な
く
法
令
に
よ
っ
て
巌
重
に
定
め
ら
れ
る
様
を
知
り
う
る
。

①

　

こ
の
政
策
が
魏
晋
の
逡
制
で
あ
る
こ
と
は
太
原
中
司
隷
校
尉
王
宏

　
　

の
行
つ
仁
こ
と
と
比
幄
す
れ
ば
判
る
。

　
　
　

太
康
中
代
劉
毅
鴛
司
隷
校
尉
。
・
於
是
検
察
士
庶
。
使
車
服
異
制
。

　
　

庶
人
不
得
衣
紫
鼻
及
綺
繍
錦
績
。
帝
遣
左
右
微
行
、
観
察
風
俗
。

　
　

宏
縁
此
濫
撞
吏
、
科
検
婦
人
柏
服
、
至
高
登
於
路
。
論
者
以
錫
暮

　
　

年
謬
妄
。
（
晋
書
九
王
宏
傅
）

②

　

隋
書
刑
法
志
に
塵
庶
人
の
語
が
見
え
る
。
そ
れ
は
陳
の
武
帝
の
制

　
　

と
し
て
、
「
其
二
歳
刑
、
有
官
者
噴
論
。
塞
庶
人
准
決
鞭
杖
。
」
と

　
　

あ
り
、
恐
ら
く
、
寒
人
と
庶
人
と
を
總
将
し
た
語
で
あ
ら
う
。
刑

　
　

法
上
の
地
一
位
で
雨
者
は
既
に
同
等
に
な
つ
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

三

　

北
魏
朝
廷
と
漢
人
貴
族

　

北
魏
の
創
始
者
拓
践
珪
も
亦
従
来
の
漢
族
赴
會
の
士
庶
亘
別
を
重
ん
じ
た
こ
と
は
韓
頴
宗
の
太
和
十
八
年
の
上
表
叫
見
え
る
所
で

Ｅ
‰
又
彼
は
興
起
の
初
め
に
こ
そ
同
宗
又
は
同
部
族
か
ら
大
人
を
任
命
し
或
は
機
密
を
任
せ
た
が
、
帝
位
に
部
い
て
後
漸
く
中
原

経
略
ｏ
必
要
上
漢
族
王
朝
に
な
ら
つ
た
官
制
を
定
め
大
い
に
漢
族
の
人
材
を
糾
合
せ
ん
と
し
た
。
皇
始
元
年
、
慕
容
賓
を
討
手
し
た

直
後
の
こ
と
と
し
て

　

井
州
平
。
初
建
豪
省
。
置
百
官
。
封
公
侯
。
将
軍
刺
史
太
守
伺
書
郎
已
下
悉
用
文
人
。
帝
初
開
拓
中
原
、
留
心
慰
納
。
諸
士
大
夫

　

詣
丿
門
者
、
嘸
少
長
、
皆
引
入
賜
見
、
存
問
周
悉
、
人
得
自
轟
。
萄
有
微
能
ヽ
咸
蒙
叙
用
・
（
譜
ブ

ｕ
の
瀞
ぶ
用
さ
れ
査
漢
人
の
一
例
と
し
て
李
先
1
1
-
　
　
一
が
ゐ
Ｉ
。
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皇
始
初
ヽ
先
篤
井
陽
降
。
道
武
問
先
曰
、
し
卿
何
國
人
、
阻
父
及
身
悉
歴
何
－
飛
先
日
、
’
臣
本
趙
郡
千
絵
人
　
０
大
父
重
、
晋
平
陽
太

　
　
　
　

守
大
将
軍
右
司
馬
。
父
想
、
石
季
龍
楽
安
太
守
左
中
郎
将
。
臣
符
ぶ
一
左
主
客
郎
、
慕
容
永
秘
書
監
高
密
侯
。
車
駕
還
代
、
以
先
鵬

　
　
　
　

｀
伺
書
右
中
兵
郎
。
』
海
遷
博
士
定
州
大
中
正
。

　
　
　

こ
ｘ
に
見
え
る
問
１
　
は
在
官
の
際
父
胆
の
賀
状
が
條
件
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
適
例
で
あ
る
・
北
魏
帝
寓
は
一
面
門
閥
尊
重
の
態
度

　
　
　

に
出
る
と
共
ｋ
、
北
支
治
安
再
建
の
必
要
隅
個
人
的
才
能
を
も
考
慮
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

ｊ

　
　
　
　

Ｉ

　
　

Ｌ
勧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

　
　
　
　
　
　

・

　
　
　
　

（
天
賜
元
年
）
‥
秋
九
月
帝
臨
昭
陽
殿
。
分
置
衆
職
。
引
朝
臣
文
武
親
自
簡
擢
、
彙
能
叙
用
。
―
・
：
１
１
・
十
一
月
幸
西
宮
、
大
選
臣
寮
、
令

　
　
　
　

各
鮮
剪
囃
ヽ
’
保
畢
才
行
・
諸
部
子
孫
失
４
　

　 １
拵
者
二
千
齢
人
ス
畦
）

　
　

‘
し
か
し
て
北
魏
朝
に
仕
へ
る
そ
の
危
瞼
と
屈
辱
『
と
を
憚
り
、
仕
官
し
な
か
っ
た
名
望
家
に
對
し
・
て
は
隠
逸
を
皐
げ
る
と
。
の
名
目
で
極

　

‐

　
　
　

ｊ

　
　
　
　

－
ｉ

　
　

Ｉ
Ｉ
ｒ
Ｉ

　
　
　

カ
朝
廷
０
腹
力
下
に
招
致
せ
ん
と
’
し
た
。

　
　
　
　

（
天
賜
五
年
二
月
）
己
卯
。
詔
使
者
巡
行
天
下
、
招
延
偶
彦
、
捜
揚
隠
逸
。
（
同
有
）

　
　
　

明
元
帝
も
こ
の
方
針
を
つ
ぎ
、
永
興
五
年
‘
ぶ
二
月
庚
午
に
は
、

　
　
　
　

詔
分
遣
使
者
、
巡
求
偶
逸
。
其
豪
門
疆
族
、
篤
州
関
所
推
者
、
及
有
文
武
才
幹
、
臨
疑
能
決
丿
或
有
先
賢
世
冑
、
徳
行
清
美
、
。
學

　
　
　
　

優
義
博
、
可
篤
人
師
者
１
　
　
０
各
令
詣
京
師
い
営
隨
才
叙
用
、
‐
以
賛
素
政
。
（
同
右
）

　
　
　

太
武
帝
に
つ
い
て
は
御
鸚
四
年
合
｝
九
月
に

　
　
　
　

壬
申
。
詔
日
、
芭
儡
重
玄
、
博
陵
凛
緯
、
趙
郡
李
重
、
河
間
邪
頴
、
。
潮
海
高
允
、
廣
子
游
雅
、
。
大
原
張
偉
等
、
皆
賢
偶
之
冑
、
冠

　
　
　
　

晃
洲
邦
。
有
刺
儀
之
用
。
易
日
、
我
有
好
爵
、
吾
具
爾
廉
之
。
／
如
玄
之
比
、
隠
跡
衡
″
‥
、
。
不
曜
名
奏
者
、
轟
鯨
州
郡
、
以
破
雖

抑

　
　

遣
・
逐
徴
ま
噂
・
’
州
郡
所
遣
至
者
敷
百
人
、
皆
差
次
叙
ｓ
・
（
譜
）
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即

　

か
く
０
如
き
政
策
の
結
果
、
北
魏
の
國
力
は
伸
長
し
江
北
】
統
を
達
成
す
る
に
至
っ
だ
が
、
朝
廷
に
羅
廣
さ
れ
そ
の
。
官
爵
を
呉
へ
ら

　
　

れ
た
漢
族
名
士
の
間
に
は
表
面
上
抵
抗
で
き
な
い
だ
け
に
内
心
で
は
自
己
の
門
閥
を
誇
り
互
に
標
榜
す
る
気
風
が
濃
厚
に
生
じ
た
。

　
　

崔
浩
の
如
き
は
そ
０
家
世
々
魏
１
　
○
公
卿
な
る
を
侍
み
、
同
族
０
崔
模
を
侮
慢
し
た
が
、
一
方
高
允
の
如
く
同
族
の
流
徒
困
窮
の
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

　
　
　
　

②

　
　
　
　
　
　
　
　

″

　
　

を
救
喧
し
親
し
み
の
念
を
以
て
接
し
た
人
も
あ
り
。
概
し
て
北
朝
漢
族
の
宗
族
結
合
は
強
固
で
、
北
史
の
列
傅
目
を
一
見
し
て
も
分

　
　

る
通
り
、
各
州
郡
に
は
代
表
的
な
豪
族
が
少
数
宛
で
あ
る
が
、
他
０
諸
族
と
か
け
は
な
れ
て
有
力
か
っ
貴
顕
な
る
状
態
を
示
し
て
ゐ
’

　
　

る
。

　
　
　

か
く
て
北
魏
初
葉
、
漢
人
に
し
て
大
官
要
職
と
な
っ
た
者
に
は
道
武
０
代
に
、
張
充
・
崔
宏
・
封
誌
あ
り
、
明
元
０
世
に
劉
潔
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③

　
　

盧
魯
元
あ
り
、
太
武
の
世
に
文
に
崔
浩
、
武
に
毛
脩
之
あ
り
、
刺
史
に
も
司
州
を
除
き
任
ぜ
ら
れ
る
者
は
あ
ひ
っ
い
だ
。

　
　
　

就
中
崔
浩
は
そ
の
家
世
を
侍
み
多
く
ｏ
政
敵
を
作
り
、
逐
に
非
命
に
発
些
る
因
を
な
し
た
と
い
は
れ
る

‰
漢
人
官
僚
ｏ
大
量
進

　
　

出
は
多
く
彼
り
轟
力
に
侯
っ
も
０
が
あ
る
。

　
　
　

初
崔
浩
薦
翼
定
・
相
幽
弁
五
州
士
数
十
人
、
各
起
家
篤
郡
守
。
景
穆
（
恭
宗
）
謂
浩
日
、
先
召
之
人
亦
州
郡
選
也
。
在
職
已
久
、
勤
努

未
苛
今
可
先
補
前
召
ヽ
外
任
郡
瓢
ヽ
以
新
召
者
ゝ
代
狐
郎
吏
ｏ
叉
守
令
宰
人
ヽ
宜
錬
更
事
者
・
浩
固
季
而
遣
之
ｌ
こ
匹
八
町
）

北
魏
で
は
郡
鎬
０
守
宰
に
は
概
ね
豪
族
を
用
ひ
た
が
、
こ
れ
は
勿
論
そ
の
地
方
０
土
着
豪
族
で
官
府
と
開
係
な
べ
む
し
ろ
反
抗
的
態

度
に
出
で
庶
民
を
凌
虐
す
る
者
を
取
締
り
國
家
握
力
を
瀋
透
さ
せ
る
篤
で
あ
っ
た
。
こ
の
制
は
末
年
に
弛
み
守
令
多
く
卑
賤
０
者
。
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤

な
り
士
人
は
反
っ
て
こ
れ
に
任
ぜ
ら
れ
る
の
を
恥
ぢ
る
様
に
な
っ
た
が
北
斉
心
河
清
の
頃
再
ぴ
奮
冽
に
復
し
た
。

　

守
令
は
豪
族
を
簒
迫
威
服
す
る
に
務
紅
た
こ
と
も
あ
り
ヽ
（
魏
１
　
に
崔
玄
伯
傅
・
同
李
秀
林
傅
）
彼
等
を
誼
４
優
待
し
た
こ
と
も

あ
る
。
（
同
’
四
部
轡
傅
）
こ
れ
は
北
人
の
例
で
あ
る
が
興
安
初
相
州
刺
史
ん
ど
っ
た
陸
馥
の
一
傅
（
魏
１
　
Ｅ
ｒ
ｕ
日
く
、
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錫
政
清
平
、
抑
疆
枕
詞
。
州
中
有
徳
宿
老
名
望
重
者
、
以
友
渡
待
之
、
拘
之
政
ご
事
。
、
責
以
方
略
。
如
此
者
十
人
、
’
競
目
十
善
。
叉

　
　
　

’
簡
取
諸
騒
疆
門
百
仙
人
、
以
焉
振
子
。
誘
接
殷
勤
、
賜
以
。
衣
服
。
令
各
論
家
。
篤
耳
目
於
外
。
於
是
登
奸
樋
伏
、
事
無
不
験
。
首

　
　
　
　

姓
以
儡
紳
明
。
無
敢
劫
盗
者
。
在
州
七
年
。

　
　
　

営
時
北
ま
で
は
官
途
に
瀧
ぷ
す
従
っ
７
青
史
に
各
を
残
す
こ
と
は
稀
で
あ
る
が
多
数
の
宗
族
賓
客
を
擁
七
楯
窯
に
勢
を
振
っ
エ
ゐ
た

　
　
　

豪
族
が
多
か
っ
だ
こ
に
１
金
石
文
の
史
料
な
ど
を
參
考
す
ら
と
一
珊
よ
く
分

‰

か
っ
７
官
に
仕
へ
た
者
の
子
孫
ｔ
あ
る
と
認
め
ら

　
　
　

れ
ば
士
望
と
呼
ば
れ
宕
が
、
酋
ら
ざ
れ
ば
民
望
と
呼
ば
れ
た
。
民
の
身
分
の
豪
族
で
ぢ
る
。
恰
も
南
朝
で
民
に
鳥
奮
門
と
稀
せ
ら
れ

　
　
　

る
４
　
が
あ
っ
た
如
ぐ

０

正
史
に
見
え
る
者
ｔ
も
、
放
心
の
大
姓
買
幕
（
晋
書
乙
張
茂
傅
）
恒
農
の
宮
牛
二
姓
（
北
史
三
三
李

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～

　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

゛

１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
‐
　
　
　
　
’
　
　
Ｉ
　
　
　
Ｊ

　
　
　

仲
旋
傅
）
魏
末
に
清
河
郡
９
東
０
曲
堤
に
群
盗
を
率
ゐ
た
成
公
一
姓
等
０
例
あ
り
、
後
に
は
官
僚
化
し
た
開
封
の
鄭
氏
も
湘
水
の
戦

　
　
　

前
に
は
騒
を
あ
げ
て
符
堅
に
就
い
た
こ
と
が
あ
り
、
宣
武
帝
ら
時
丿
至
’
つ
て
も
制
し
難
し
と
稀
せ
ら
れ
た
・
（
数
数
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／

　
　
　
　
　
　
　
　

ｙ

　
　
　
　

か
ｘ
る
郡
望
に
對
し
て
北
人
出
身
の
地
方
官
に
は
多
く
酷
暴
な
態
度
に
出
た
者
が
あ
る
。
盆
州
刺
史
元
。
法
僣
が
州
内
の
人
士
た
る

　
　
　

王
貿
諸
姓
を
卒
伍
に
召
し
、
合
境
の
叛
飢
を
招
い
た
で
こ
（
北
史
Ｅ
本
傅
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
彼
等
が
士
庶
圓
別
の
観
念
に
乏
し
’

　
　
　

か
っ
た
篤
で
朝
廷
で
。
は
道
武
以
来
こ
ｏ
漢
族
赴
會
制
を
。
認
識
し
存
続
丿
忙
同
意
し
、
孝
文
の
如
き
そ
ｏ
方
針
を
徹
底
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　

一
方
漢
人
豪
族
の
中
に
も
門
戸
保
全
と
門
風
衿
持
の
目
的
で
、
仕
官
を
軽
々
し
く
せ
す
、
李
孝
伯
が
北
人
長
官
に
躯
使
せ
ら
る
ぺ

　
　
　

き
功
曹
む
屑
し
と
せ
す
講
授
を
事
と
し
、
（
北
史
マ
傅
）
こ
れ
と
反
對
に
宋
隠
が
そ
・
の
子
を
戒
め
。
「
功
曹
以
上
に
進
み
京
官
と
な

　
　
　
　
　

・

　
　
　
　
　

－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／

　
　
　

払
門
戸
の
累
を
篤
す
勿
れ
」
（
同
二
六
）
と
言
っ
た
ご
と
き
消
極
的
態
度
が
見
。
ら
れ
た
。

　
　
　
　

漢
族
官
僚
に
と
っ
て
は
後
代
に
顕
著
に
な
っ
た
様
に
代
人
の
反
感
を
忍
ば
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
地
位
の
保
全
上
帝
室
と
通
婚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

″

　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

ｍ

　

す
る
の
が
得
策
？

1-｀
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2
2

　

族
と
の
通
婚
は
帝
室
０
方
も
熱
心
に
求
め
た
０
に
對
し
、
北
魏
で
は
む
し
ろ
貴
族
を
し
て
そ
の
女
子
を
捧
げ
し
め
る
と
い
ふ
べ
き
傾

　
　
　

向
が
あ
っ
た
。
政
略
結
婚
は
漢
人
貴
族
懐
柔
よ
り
も
塞
外
異
民
族
を
控
禦
す
る
こ
と
に
利
用
價
値
が
多
か
っ
た
か
ら
、
漢
族
に
公
主

　
　
　

を
降
嫁
す
る
こ
と
は
國
初
に
お
い
て
は
漢
族
が
公
主
に
恂
す
る
よ
り
も
少
か
っ
た
と
思
ふ
。

　
　
　

’
ゝ

　
　
　
　

太
阻
噌
引
玄
伯
講
漢
書
。
至
婁
敬
説
漢
組
、
欲
以
魯
元
公
主
妻
匈
奴
。
善
之
、
嵯
歎
者
良
久
。
是
以
諸
公
主
皆
璧
降
於
賓
附
之
國
。

　
　
　
　

朝
臣
子
弟
、
雖
名
族
美
彦
、
不
得
侮
焉
・
ａ
一
丿
紘
）

　

、

　
　
　

こ
の
記
事
は
能
く
這
般
０
事
情
を
告
げ
る
も
の
と
思
ふ
。
し
か
し
后
妃
よ
り
以
下
０
後
宮
婦
人
と
し
て
名
族
の
女
を
選
ぶ
こ
と
は
疲

　
　
　

等
を
威
服
す
る
手
段
と
し
て
屡
ｔ
用
ひ
ら
れ
た
。

　
　
　
　

（
墜
）
太
后
篤
（
孝
明
）
帝
選
納
、
抑
屈
人
流
。
時
博
陵
崔
孝
芥
、
苑
陽
盧
道
約
、
朧
西
李
瓊
等
女
、
倶
篤
世
婦
。
（
べ
Ｊ
）

　
　
　

か
Ｘ
る
例
は
、
石
虎
が
優
僅
鄭
優
桃
を
寵
し
て
、
将
軍
郭
条
の
妹
で
あ
る
妻
郭
氏
を
殺
し
、
代
り
に
清
河
崔
氏
０
女
優
桃
を
納
れ
、

　
　

ヽ
後
叉
こ
れ
を
譜
殺
し
た
程
で
な
く
て
も
、
漢
族
が
常
に
切
歯
す
る
所
０
、
胡
族
が
漢
人
婦
女
に
對
す
る
高
察
的
な
態
度
を
知
る
に
足

　
　
　

る
。
魏
書
后
妃
傅
を
通
覧
す
る
と
昭
成
以
前
に
は
漢
族
出
身
ら
し
い
配
偶
者
が
割
合
に
多
い
が
、
道
武
か
ち
太
武
に
至
る
諸
后
は
何

　
　
　

れ
も
代
人
な
ら
ず
ば
碁
容
。
・
姚
・
赫
連
の
諸
北
族
０
女
子
で
あ
り
、
文
成
以
後
、
再
が
漢
族
出
身
が
多
く
な
る
が
、
後
宮
微
賤
の
地

　
　
　

位
か
ら
寵
幸
や
ら
れ
て
１
后
し
た
例
が
多
く
、
五
姓
の
如
き
名
族
の
女
子
に
見
営
ら
な
い
。
し
か
し
全
期
を
通
観
す
れ
ば
北
支
豪
族

　
　
　

群
は
相
互
に
婚
姻
を
通
す
る
と
共
に
、
帝
室
と
も
姻
戚
開
係
を
有
し
て
ゐ
る
。

　
　
　
　

今
正
史
中
よ
り
元
魏
と
、
婚
姻
の
家
を
求
必
る
と
、
清
河
崔
氏
、
河
内
司
馬
氏
、
溺
海
高
氏
、
河
東
裴
氏
、
東
平
氏
、
京
兆
章

　
　

氏
、
太
原
王
氏
、
巌
煌
段
氏
、
弘
農
楊
氏
、
趙
郡
李
氏
、
河
東
柳
氏
に
は
公
主
が
降
嫁
し
て
を
り
、
博
陵
崔
氏
、
清
河
崔
氏
、
潮
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｆ

　

』

　
　
　
　
　
　
　

ベ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー

　
　
　

ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
Ｉ

　

Ｉ

　
　

高
氏
、
廓
海
封
氏
、
京
兆
章
氏
、
太
原
王
氏
、
一
谷
張
氏
、
柴
陽
鄭
氏
、
趙
郡
李
氏
、
苑
湯
盧
氏
、
安
定
胡
氏
、
長
楽
馮
氏
、
‘
等
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

♂
％
♂
｛

　

’

　
　
　
　
　
　
　
　
　

－

　

―
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北
魏
の
外
戚
に
な
つ
て
ゐ
る
。

　

。
更
に
帝
１
　
と
の
掴
係
を
省
き
豪
族
相
互
の
通
婚
艮
係
を
一
見
す
る
。
（
敷
字
Ｓ
Ｓ
は
婚
姻
事
例
の
度
敷
を
示
す
。
二
〇
頁
末
の
偕
記
參
照
）

段宋部辛司･崔’崔皇高‐邪魏王章

　

ｊ

¶

　

ゝ

　　

ゝ

　

、ゝ

　　

｀一馬

　

●

　　

ゝ

　

甫

　　

゛

　

゛.｀

　

、1゛

　

゛

　

｀

　　

氏
武y西河朧

　

｀清博

　

｀溺安河鍾よ太京
威゛河東西河河陵安海ヽ､定間鹿（兆

　

姓

姑介扮秋内東I安、定着臨鄭下

混

杜

　

及１

城休陰道温武千朝’

　

浬

　　

曲

　　

陵

　

本’

　　　　　　　　

城

　　

’那

　　

ｌ

　　　　

陽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

貫

皇李章王源盧鄭｀夏王＊梁李李崔Ｊ柳
甫

　

゜

　　　　　

゛．

　

゜

　

’侯

　

●

　

・

　

２

　

●

　

．’クノ

　

来
・

　

劉

　　　　　

氾郭・宋

　

・

　

明

　

盧

　

｀

　

盧･趙

　

王

董

　　　　　　

渠

　

.I

　

・

　

章

　

・

　　　　　　　　　　　

嫁

　　　　　　

・

　

李｀季

　

･･

　

崔S崔

　　

崔＊爰郭

　　　

･･

　　　　　　

陸

　

・

　

２

　

任I

　

ぷ

　　

．

　　　　　

７

　　

ぶ

　　

・

　　　　

女､l

　　　　　　　　

房

　

・

　

・

　

李.皇‘

　　

劉ｏ絶李

　　　　　　　　

８高梁　･｀甫･

　

・豆・

　

の

　　　　　　　

m

　　

？今

　

ブリ゛１

　

゛．

　　　　　　　

Ｉ‘

　　　

賀李

　　

-、

　　　　

家

　　　　　　　　

琴・

　　　

抜

　

・

　

∧

　　

EE。

　　　　　

、

　　

張

　　　　　　

陳

　　　　　　

´

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一

張＊

　　　

羊・

　　

王李

　　　　　　　　　

盧杜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　

・

　　

生

　　　　　

梁

　　

･陳

　

尉

　　　　　　　　　　　

段一部

　　

女

　　　　　　　　

・蓋

　　　　　　　　　　　　

・

　　

の

　　　　　　　　

盧・

　　　　　　

和柳

　

出

　　　　　　　　

・

　

魏

　　　　　　　　　　　　　

嫁

　　　　　　　　

柳

　　　　　　　　　　　　

蘇

　　　　

レ

　　　　　　　　

/●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i

　　

、

　　　

た

　　　　　　　　

挙

　　　　　　　　　

郭

　　　　

家

　　　　　　　　

梁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｉ

　　　

ｌ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

-

蜃

　　　　　　　

曇

　　　　

驀

　　　　　　　

曇

　　　　　　　

曇

　

螢

　　

黄

　　

備
熾

　　　

’太

　　

太

　　　　

瓊

　　　　

博清

　

北

　

考
煌

　　

、山

　　

原’

　　

ﾌﾞ邪

　

、

　

陵河

　

海

　

．

　　　　　　　　

晏憂

　　　　　

曇曇

　　　　　

外憂･* ,　　婚

　　　　　　　　

平

　　　

清

　　　

彭鮮

　　

姻

　　　　　　　　

原

　　　　　

河

　　　　

城

　

卑

　　　　

族、

　　　　　　　　　　　　　　　　　

・’

　　　　　　

の

　　　　　　　　　　　　　　　　　

朧Ｅ

　　　　　

本

　　　　　　　　　　　　　　　　　

西＊

　　　　　

貫
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鄭
、
渠
陽
開
封

賓
、
頓
丘
衛
國

裴
、
河
東
聞
喜

畢
、
｀
東
予
須
昌

傅
、
北
地
震
州

封
、
潮
海
曹

房
、
清
河
東
武
城

楊
、
弘
農
華
陰

李
、
趙
郡
平
鯖

柳
、
河
東
解

盧
、
苑
陽
漱

瀋
・
李
・
石

司
馬

夏
侯
・
皇
甫
・
魏
・
辛

劉
・
盧

崔
・
買
・
劉
・

崔＊岨

李
ｉ
．
司
馬
・
房
’
盧
２
・
劉
・
常

王
・
章
・
郎

邪
・
櫃
・
崔
・
盧
’
し

宇
文
・
蔡

　
　

＊

　
　
　
　
　
　
　
　

｀

謝
・
鄭
・
崔
・
司
馬
・
王

堆
７
魏

鄭･章公
孫
・
崔
｀

崔

宋。。

裴

　

赤

　

＊
＊

劉
・
魏
・
李

″
長
楽

や
束
平

ｔ
彭
城

・
朧
西
ｆ
清
河

・
清
河

・
博
陵
″
廣
平

ｆ
臍
陽

こ
局
陽
″
臨
淮
’
４
中
山

　

本
表
は
不
充
分
の
鮎
を
免
れ
な
い
が
″
相
互
に
通
婚
し
て
ゐ
る
豪
族
の
聯
鎖
を
跡
づ
け
る
時
は
表
中
の
大
部
分
の
豪
族
は
北
支
一

流
の
階
珊
に
位
し
王
室
と
ｔ
Ｓ
>
容
易
に
通
婚
し
た
こ
と
を
知
.
o
う
ふ
・
も
と
よ
り
彼
等
の
中
に
就
い
て
い
へ
ば
優
劣
自
ら
存
し
た
の
で

あ
っ
て
、
例
へ
ば
、

　

元
妃
盧
氏
苑
後
、
更
納
博
陵
崔
順
妹
。
甚
有
色
寵
。
欲
以
錫
妃
。
世
宗
初
以
崔
氏
世
競
束
崔
、
地
寒
望
劣
、
難
之
。
久
乃
認
許
。

　

‐
（
詣
訟
皿
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヽ

ま
た
北
史
心
公
孫
表
傅
に
々
る
と
、
表
は
か
つ
ｔ
友
人
封
憧
に
向
ひ
自
そ
の
子
軌

　
０
鴬
に
其
の
従
汝
を
求
め
唸
が
拒
絹
さ
｀
れ
た
。
後

16－

・

－
・



　
　
　

に
封
氏
が
司
馬
國
逓
の
事
に
坐
す
る
や
表
は
そ
の
犯
罪
の
澄
人
と
な
⑥
封
氏
を
失
脚
せ
し
め
、
遂
に
軌
は
封
氏
ｔ
娶
る
を
得
て
、
一

　
　
　
　
　

－

　
　
　
　

’

　

ｄ
ｎ

　

’
ｆ
／

　
　

Ｑ

　
　

゛

　
　
　
　
　

゜
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ

　
　
　

Ｉ

　
　
　

Ｉ

　
　
　

″

　
　
　
　

゛
’

　
　
　

゛

　
　
　

子
叡
を
匡
み
叡
は
崔
浩
ｏ
姪
を
、
娶
っ
た
。
し
か
る
に
軌
‐
ｏ
弟
質
は
雁
門
の
李
氏
を
溌
り
一
子
逡
を
生
ん
だ
。
次
に
曰
く
、
、

　
　

゛

　
　
　
　

逡
・
叡
・
篤
従
父
兄
弟
、
叡
才
器
小
優
、
叉
封
氏
之
男
、
崔
氏
之
婿
。
逡
母
雁
門
李
氏
。
地
望
懸
隔
。
鍾
鹿
太
守
咀
季
員
、
多
識
北

　
　
　
　

方
人
物
’
毎
云
、
士
大
夫
営
須
好
婚
艇
。
二
公
孫
向
堂
兄
弟
耳
。
吉
凶
會
集
、
便
有
士
庶
之
異
。

　
　
　

こ
０
話
は
い
み
じ
く
も
Ｉ
貴
族
社
會
の
内
情
の
断
面
を
照
し
だ
１
　
て
ゐ
る
。
・
燕
郡
廣
陽
の
公
孫
氏
は
先
づ
二
流
貴
族
で
あ
る
が
、
公
孫

　
　
　

表
は
そ
０
才
識
官
位
等
に
依
S
v
、
一
流
貴
族
た
る
潮
鮮
の
封
憧
と
友
善
す
る
を
得
た
が
、
互
に
婚
姻
た
る
を
’
得
な
か
っ
た
。
、
封
氏
Ｏ

　
　
　

政
治
的
失
。
脚
が
一
時
そ
の
赴
會
的
勢
望
を
墜
ち
し
め
、
『
逡
に
雨
家
は
通
婚
開
係
に
入
り
、
封
氏
０
婿
公
孫
軌
は
そ
０
外
家
の
地
位
を

　
　
　

好
便
と
し
て
一
流
名
家
の
崔
氏
０
女
を
そ
の
子
の
篤
に
迎
ふ
る
を
得
た
。
し
か
し
こ
の
機
會
に
具
ら
な
か
っ
た
公
孫
表
め
次
子
質
の

　
　
　

家
は
遂
に
貴
族
社
交
界
で
肩
身
が
せ
ま
か
っ
た
。
貴
族
間
の
交
際
で
は
友
、
即
ち
互
に
人
格
を
奪
敬
し
あ
ふ
こ
と
、
宦
、
即
ち
就
職

　
　
　

を
と
り
な
し
あ
ひ
、
同
等
の
地
位
た
る
ベ
・
き
資
格
を
相
互
に
承
認
す
る
こ
と
、
に
比
し
て
婚
、
即
ち
對
等
の
家
柄
を
誌
・
め
あ
び
、
債

　
　
　

對
ｔ
奮
對
と
し
。
て
交
互
に
落
婚
す
る
・
関
係
が
最
ｔ
重
大
で
あ
っ
た
こ
と
を
こ
の
話
が
示
し
て
ゐ
る
・

　
　
　
　

し
か
れ
ば
母
ｏ
出
生
ｏ
貴
賤
が
そ
の
子
の
趾
交
的
地
位
を
限
定
し
、
外
家
の
援
助
が
そ
ｏ
地
位
を
補
彊
す
る
こ
と
I
>
£
>
亦
自
然
忙
結

　
　
　
　

廓
ダ
孤
貧
・
母
賤
。
由
是
不
篤
邦
族
所
歯
。
初
篤
里
佐
。
屡
逢
屈
辱
。
於
是
感
激
、
逃
入
山
中
。
遂
博
覧
書
籍
、
多
所
通
渉
。
山

　
　
　
　

東
學
者
皆
宗
之
ご
（
妙
齢
静
匹
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

”

　
　
　
　

し
か
し
帝
王
０
権
力
に
依
る
官
途
上
の
条
達
、
そ
れ
か
ら
結
果
す
る
富
と
権
力
と
の
魅
惑
が
血
統
至
上
観
念
を
動
揺
せ
し
め
＊
｡
ｉ
Ｊ

２
２
１
ｎ

　

は
お
か
な
か
っ
た
。
李
訴
が
母
賤
七
き
故
に
幽
兄
に
軽
ん
ぜ
ら
れ
た
が
太
武
帝
の
一
言
に
よ
り
帝
舅
陽
子
王
杜
超
の
女
ｔ
迎
ふ
る
を
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2
2
6

　

得
た
ご
；
（
｀
Ｊ
に
石
）
モ
の
例
万
ｔ
。

　
　
　

賓
に
営
時
漢
人
貴
族
０
関
心
が
婚
姻
問
題
に
集
中
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
は
既
に
著
名
で
あ
。
る
幾
多
の
事
例
に
よ
り
窺
ひ
う
る
。
崔
巨

　
　

倫
０
姉
が
炒
目
故
に
下
嫁
（
低
い
身
分
の
者
に
嫁
す
）
‘
せ
し
め
ら
れ
ん
と
し
た
時
、
互
倫
の
姑
趙
郡
李
氏
が
盛
徳
あ
り
し
亡
兄
の
女
を

　
　

七
て
卑
族
に
屈
事
せ
し
Ｊ
の
る
に
忍
び
ぬ
と
て
１
篤
に
迎
芒
を
三
枇
峠
を
崔
悛
の
一
門
が
皆
衣
冠
０
美
族
に
婚
嫁
し
、
吉

　
　

Ｉ

　
　

伺
一
儀
範
ｏ
故
事
が
営
時
に
搦
や
ら
れ
ヽ
帝
室
か
ら
も
憚
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
。
（
心
必
而
）
孝
文
帝
が
未
だ
虜
姓
を
改
め
ど
い
時
ヽ
歩
六

　
　

孤
（
陸
）
叡
に
女
を
嫁
し
た
博
陵
ｏ
崔
鑑
が
「
平
原
王
才
度
悪
し
か
ら
す
、
但
恨
む
ら
く
は
そ
の
姓
名
殊
に
重
複
を
篤
す
」
と
述
懐
し

　
　

九
話
に
（
誰
一
匹
）
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
最
後
０
例
は
け
だ
し
孝
文
帝
華
化
政
策
０
一
原
因
を
推
測
せ
し
め
る
手
掛
び
に
な
る
が

　
　

こ
れ
は
北
人
貴
族
０
賓
状
を
述
べ
る
際
に
ふ
れ
よ
う
。
こ
ｘ
で
は
北
支
州
郡
を
跨
い
で
一
枚
と
た
っ
た
漢
人
貴
族
社
交
圏
を
北
魏
朝

　
　

廷
が
無
脱
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
従
？
て
屡
よ
下
詔
し
て
士
民
と
商
工
奴
隷
と
の
間
は
勿
論
、
同

　

き
士
民
で
も
上
下
の
身
分
内
で

　
　

婚
姻
す
べ
Ｉ
を
命
令
し
７
ゐ
る
事
資
を
指
摘
ｔ
る
に
止
め

‰

し
か
し
こ
ヽ
魏
書
拓
鄭
順
傅
（
匹
頑
嵯
辰
）
に
あ
る
如
く

　
　
　

自
壁
太
后
預
政
、
婬
風
梢
行
。
及
元
叉
按
搾
、
公
篤
姦
随
。
’
自
此
素
族
名
家
遂
多
飢
雑
。
法
官
不
加
紀
治
。
婚
宦
無
認
於
世
。
有

　
　
　

識
咸
以
歎
息
矣
。
義
五
兄
…
…
並
持
豪
門
、
多
行
無
縫
。
郷
窯
之
内
、
疾
之
若
扉
。

　
　

と
い
ふ
情
勢
に
件
ひ
、
素
性
定
か
な
ら
ぬ
宦
官
、
倭
臣
、
家
人
が
宮
中
に
勢
を
振
ひ
或
は
政
治
を
左
右
す
る
に
至
り
、
譜
系
を
偽
造

　
　

し
出
身
地
を
附
會
す
る
ご
と
き
現
象
が
生
じ
て
き
た
。

　
　
　

①

　

北
史
四
〇
（
魏
書
六
〇
）
韓
騏
騎
傅
、
附
願
宗
。
願
宗
上
書
…
…
一
一

　
　

②

　

北
史
三
一
高
允
傅
、
象
文
之
平
青
梅
、
’
徒
其
族
望
於
代
。
時
諸
士

曰
…
…
頃
来
北
都
富
室
競
以
第
宅
相
肯
。
今
因
還
徒
、
宜
申
禁

約
。
令
貴
賤
有
楡
。
・
無
得
喩
制
、
端
廣
衝
路
、
通
利
溝
流
、
使
寺

署
有
別
、
士
庶
異
居
、
永
垂
百
世
・
不
刊
之
範
ｏ

　
　

‐
コ

人
流
移
遠
至
。
串
皆
飢
寒
。
徒
人
之
中
、
、
多
允
姻
購
、
皆
徒
歩
造

門
ｏ
允
散
財
偏
産
以
相
喩
振
。
慰
問
周
至
ｏ
無
不
感
其
仁
厚
。
‐
ヽ
又

隨
其
才
能
、
表
奏
専
用
。
時
朧
者
皆
以
新
冊
致
異
。
允
謂
取
材
任
ｊ
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能
、
無
宜
抑
屈
。

｀
’
北
吏
四
五

　

張
虞
傅
（
浦
河
東
武
城
人
）
譲
性
開
通
、
篤
於
接
仇
。

　

。

’
青
斉
之
士
、
雖
疎
族
末
姻
。
皮
相
敬
祀
。
李
敢
李
訴
等
寵
妾
勢

　

家
。
亦
推
憤
陳
款
、
無
所
顧
避
。
。

　
　
　
　

’

　

北
史
四
九
、
毛
退
傅
。
北
地
三
原
人
也
。
世
篤
酋
帥
。
…
…
退
少

　
　

④

　

任
侠
、
有
智
謀
。
世
燧
豪
右
。
黄
産
巨
億
。
士
流
貧
乏
者
、
多
被

　

賑
撥
。
散
中
書
郎
檀
婁
、
倚
書
郎
公
孫
軌
等
、
常
依
託
之
。
至
於
、

　

自
供
衣
食
、
粗
弊
。
而
已
。
死
之
日
郷
寞
赴
葬
、
皮
共
痛
惜
。

　

か
く
の
如
く
、
漢
族
に
限
ら
な
い
が
六
朝
時
代
の
地
方
豪
族
が
自

　

己
の
富
力
と
力
量
と
仁
愛
と
。
に
よ
り
腺
馬
郷
寞
は
も
と
-
H
S
-
1
般

　

流
民
飢
人
の
難
を
救
愉
し
打
例
は
正
史
に
頻
見
す
る
。
主
道
國
家

　

の
善
政
の
・
重
要
項
目
た
る
救
慎
が
必
ず
し
も
國
家
の
施
設
と
開
係

　

な
し
に
豪
族
に
委
ね
ら
れ
て
ａ
欠
所
に
叉
常
時
の
祗
會
状
態
を
知

　
　
　

る
べ
き
も
の
が
あ
る
。

③

　

此
等
の
詳
細
を
一
覧
す
る
に
は
、
萬
斯
同
、
魏
雅
相
大
臣
年
表
、

じ

　

同
、
西
鍬
将
相
大
ぽ
年
参
ｒ
同
、
東
錬
貧
相
大
臣
年
表
、
臭
廷
聳

　
　
　

９

　

－
｜

　
　
　
　
　
　

÷

　
　
　
　
　
　
　

―
一

　
　
　

元
魏
方
銀
年
表
（
何
れ
も
。
開
明
書
店
、
二
十
五
史
補
編
所
牧
）
が
便

　
　
　

盆
を
奥
へ
る
。

④④

牟
潤
孫
「
崔
浩
奥
其
放
敵
」
（
輔
仁
學
誌
十
之
一
・
二
合
期
）

震
太
后
詔
、
流
人
所
在
、
皆
置
令
腸
郡
嘔
。
選
豪
右
錫
守
令
以
撫

撲
之
。
（
北
史
一
五

　

高
涼
王
孤
傅
｀
。
叉
魏
書
一
四
元
夫
穆
傅
）
斉

因
魏
宰
嘸
多
用
厠
濫
。
至
・
於
士
涜
、
恥
居
百
里
。
交
疸
以
嘸
令
儒

字
人
之
切
、
建
請
革
選
Ｏ
:
於
是
密
令
捜
揚
貴
游
子
弟
、
斐
飲
用
之
。

狼
恐
其
被
訴
、
總
官
集
神
武
門
、
令
趙
郡
王
叡
宜
旨
、
唱
名
、
厚

加
慰
喩
。
‘
士
人
儒
豚
、
自
此
始
也
。
（
北
斉
書
五
五
、
元
文
疸
傅
）

金
石
華
編
一
書
に
就
い
て
見
て
も
多
数
の
例
が
あ
る
が
一
例
を
あ

げ
る
と
、
北
魏
魯
郡
太
守
張
猛
龍
清
頌
碑
（
二
九
）
の
碑
陰
に
建
碑

開
係
者
の
名
を
刻
し
、
郡
中
正
爰
孝
伯
、
中
正
顔
文
痙

　

魯
郡
丞

功
曹
史
、
督
魯
弁
新
陽
主
簿
督
汝
陽
弁
二
麻
令
：
…
貧
郡
士
望
’

…
…
魯
駆
族
望
、
汝
陽
噺
族
望
…
…
の
順
序
に
列
し
て
ゐ
る
。
郡

に
繋
け
る
士
望
は
士
族
、
駄
以
下
の
族
望
ｆ
民
望
の
語
も
他
に
散

見
す
）
は
恐
ら
く
庶
に
腸
す
る
も
の
と
思
ふ
。
一
般
に
か
ｓ
る
・
碑

刻
は
地
方
團
普
の
成
員
の
地
位
の
上
下
を
知
ら
し
め
る
黙
で
必
要

な
史
料
で
あ
る
。

⑦

　

「
叉
聴
民
何
例
『
先
等
一
百
十
家
儒
奮
門
、
委
州
検
創
。
學
免
官
。
。

　
　

尋
以
白
衣
翁
侍
中
、
’
出
監
臭
郡
太
守
。
』
（
南
斉
省
三
三
王
伶
煮
傅
）

　
　

と
あ
る
場
合
は
民
の
奮
門
で
あ
る
が
、
。
「
位
次
崔
浩
。
。
浩
以
其
軋

　
　

國
曹
門
、
雖
不
博
洽
、
狼
渉
獲
喜
傅
、
輿
共
論
脆
之
。
」
【
北
史
】
一

　
　

七
毛
修
之
傅
）
と
あ
る
の
は
士
族
中
の
曹
門
を
指
す
ｏ
■
r
>
＊
"
ｎ
３
庶

　
　

民
中
の
有
力
者
に
對
し
守
令
の
官
を
板
授
（
恢
授
）
す
る
詔
は
太

　
　

和
二
十
一
年
に
下
さ
れ
、
賞
授
ず
る
詔
は
二
十
年
に
下
≪
｡
-
-
ｉ
て
ゐ
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⑧

　

支
那
中
世
特
に
六
朝
家
族
制
の
研
究
に
は
基
礎
事
業
と
し
て
郡
望

　
　

の
系
圖
を
作
る
べ
き
で
あ
る
。
現
に
関
保
あ
る
所
で
は
、
厠
嘉
猷

　
　

に
「
南
北
史
帝
王
世
系
表
」
及
び
「
南
北
史
世
系
表
」
が
あ
り
、

　
　

帝
室
に
つ
い
て
は
外
の
王
朝
の
部
分
も
萬
斯
同
ら
の
諸
家
に
よ
り

　
　

既
に
出
末
て
ゐ
る
・
。
し
か
し
憾
む
べ
き
は
・
婚
姻
開
係
を
記
載
し
て

　
　

ゐ
な
い
ご
と
で
、
そ
の
價
値
は
牛
減
す
る
と
言
は
ざ
る
を
得
な

　
　

い
。

⑨

　

餌
氏
家
訓
敦
子
し
曰
く
ヽ
「
有
一
學
士
…
…
年
登
婚
宦
。
」
（
下
略
）

　
　

青
年
期
に
な
る
と
貴
族
子
弟
は
１
　
交
界
に
出
入
す
る
旅
に
な
り
、

　
　

彼
を
め
ぐ
つ
て
結
婚
と
任
官
と
が
話
題
に
上
る
。
所
が
出
身
が
き

　
　

び
し
く
吟
味
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
つ
い
で
曰
く
、
［
江
左
不
諺

　
　

庶
草
。
喪
室
之
後
、
多
以
妾
勝
絡
家
事
。
・
一
一
一
一
一
河
北
鄙
於
側
出
。

　
　

不
預
人
徳
。
是
以
必
須
重
娶
、
至
於
三
四
。
母
年
有
少
於
子
者
、

　
　

後
母
之
弟
奥
前
婦
之
兄
、
衣
服
飲
食
、
爰
及
婚
宦
、
至
於
士
庶
貴

　
　

賤
之
隔
、
俗
以
鴛
常
。
」
（
同
書
後
娶
）

⑩

　

（
和
平
）
四
年
十
二
月
。
辛
丑
詔
、
以
喪
葬
嫁
娶
、
大
磯
未
備
、
命

　
　

有
可
錫
之
條
格
。
使
貴
賤
有
章
、
上
下
成
序
、
著
之
于
令
。
壬
寅

　
　

詔
曰
、
婚
姻
者
人
道
之
始
。
比
者
以
来
貴
族
之
門
、
多
不
串
法
。

　
　

’
或
貪
利
財
賂
、
或
因
縁
私
好
、
在
於
菊
合
、
無
所
採
選
。
塵
槻
清

　
　

化
、
あ
損
人
倫
。
許
何
以
宜
示
典
謨
、
垂
之
。
末
裔
。
令
制
皇
族
肺

　
　

賠
王
公
侯
伯
、
義
士
庶
之
家
、
’
不
碍
興
百
工
偉
巧
卑
姓
妬
婚
。
犯

　
　

者
加
罪
。

　
　

（
太
和
二
年
）
五
月
詔
日
廼
者
人
漸
奢
肯
、
婚
葬
越
軌
。
又
‘
皇
族
貴

　
　

戚
及
士
庶
之
家
、
不
惟
氏
族
高
下
。
奥
非
類
婚
偶
。
先
帝
親
妾
明

　
　

詔
、
認
之
科
禁
。
而
百
姓
習
常
、
但
不
粛
改
。
股
念
憲
章
齢
典
。

　
　

永
認
定
準
。
、
犯
者
以
痙
制
論
。

　
　

（
太
和
七
年
十
、
二
月
）
聚
丑
詔
日
、
夏
殷
不
嬢
一
族
之
婚
、
周
世
始

　
　

絶
同
姓
之
娶
ｏ
斯
皆
敬
隨
時
設
’
　
≪
因
事
改
者
也
ｏ
‘
皇
運
初
基
ヽ

　
　

日
不
暇
給
。
古
風
泄
桃
、
未
逞
飲
改
。
自
今
悉
禁
絶
之
。
有
犯
者
’

　
　

以
不
道
論
。

　
　

（
太
和
十
七
年
）
九
月
。
又
詔
厠
養
戸
不
得
具
庶
子
婚
。
有
文
武
之

　
　

才
、
積
勢
庶
進
者
、
用
庶
族
例
聴
之
。

　
　

以
１
　
は
北
史
帝
紀
よ
り
婚
姻
関
係
の
詔
勅
を
列
示
し
た
が
、
士
庶

　
　

良
賤
同
姓
の
不
婚
を
巌
命
す
る
な
ど
何
れ
も
漢
文
化
と
同
訓
を
企

　
　

圖
し
た
も
の
で
あ
る
。

〔
附
記
〕

　

一
五
―
一
六
頁
の
表
に
つ
い
て
、

　
　

資
料
は
主
と
し
て
北
史
に
嫌
る
。
南
朝
開
係
及
び
帝
室
と
の
通

　
　

婚
、
正
妻
な
ら
ざ
る
配
偶
開
係
は
省
い
た
。
本
貫
を
註
記
せ
ざ
る

　
　

姓
は
上
段
に
見
え
て
ゐ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
未
詳
の
も
の
。
通
婚

　
　

の
一
例
に
つ
き
婚
姻
雨
族
の
相
常
個
所
に
二
度
示
き
る
べ
き
で
あ

　
　

る
が
、
一
方
に
止
め
た
場
合
が
多
い
。
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